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第136号
令和２年
７月31日

新たな店舗もオープンし、まさに「歩きたくなる温泉街」となっている月岡温泉街。この日も街歩きを楽しむ人の
姿が見られました。一時は移動制限などの影響を受けた月岡温泉も、市や県のキャンペーンの効果もあり、徐々に宿
泊客が訪れるようになりました。
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＜４月第２回臨時会＞
特別定額給付金事業…………………… 97億3,949万円

子育て世帯臨時特別給付金事業…………１億3,054万円

水道対策推進事業…………………………１億3,000万円

商工振興制度融資・支援事業……………１億2,400万円

中小企業・小規模企業等支援事業………………500万円

緊急経済対策事業………………………………3,100万円

補正予算の主な内容

新型コロナウイルス感染症対策経費審議のための

臨時会を開催
４月10日開催の臨時会に引き続き、臨時会を開催し

新型コロナウイルス感染症対策経費の補正予算案を審議しました。

※７月29日にも臨時会を開催しています。詳細については次号でお伝えします。

４
月
第
２
回
臨
時
会

提案理由説明を行う市長
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＜５月臨時会＞
 ひとり親家庭生活支援事業 …………………4,157万円

 緊急経済対策事業 ………………………３億3,600万円

 緊急経済対策事業 ………………………………300万円

補正予算の主な内容

５
月
臨
時
会

５月臨時会の様子

６月下旬の月岡温泉街の様子 今・得プレミアム商品券（左）と今・得プレミアム飲食券（右）
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◎
議
会
提
出
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◎
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提
出
議
案

令
和
２
年
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補
正
予
算
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案

人
事
議
案

一
般
質
問

　
　

令
和
２
年
度
補
正
予
算
、
一
般
議
案
な
ど
19
議
案
を
審
議

６
月
定
例
会
は
、
６
月
５
日
か
ら
22
日
ま
で
の
18
日
間
を
会
期
と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
補
正
予
算
議
案
の
ほ
か
条
例
改
正
案
な
ど
の
一
般
議
案
、
人
事
議
案
な
ど
が
審
議
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
質
問
で
は
市
長
の
政
治
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し
た
。　

議案の撤回理由説明を
行う市長
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人
事
議
案

○
農
業
委
員
会
委
員
（
同
意
）

笠
原
　
昭
栄
　
氏
（
長
島
） 

新
任

　
　
中
村
　
正
人
　
氏
（
上
石
川
）
再
任

　
　
宮
下
要
一
郎
　
氏
（
菅
谷
） 

再
任

　
　
佐
藤
　
秋
男
　
氏
（
西
蓑
口
）
新
任

　
　
新
保
　
忠
司
　
氏
（
本
町
） 

新
任

　
　
阿
部

　
國
範

　
氏
（
乙
次
） 

新
任

　
　
宮
村
　
正
義
　
氏
（
大
友
） 

再
任

　
　
星
野
　
幸
雄
　
氏
（
宮
古
木
）
再
任

　
　
近
藤

　
勇
二

　
氏
（
東
姫
田
）
再
任

　
　
菅
原
　
昭
榮
　
氏
（
下
内
竹
）
新
任

　
　
杉
林
　
　
武
　
氏
（
片
桐
） 

新
任

　
　
吉
田
　
直
哉
　
氏
（
箱
岩
） 

新
任

　
　
湯
淺

　
生
夫

　
氏
（
松
岡
） 

新
任

　
　
小
池
　
信
義
　
氏
（
小
坂
） 

再
任

　
　
相
沢
　
久
明
　
氏
（
湖
南
） 

再
任

　
　
佐
々
木
政
司
　
氏
（
本
田
） 

再
任

　
　
髙
木

　
辰
夫

　
氏
（
金
山
） 

新
任

　
　
村
田
　
研
悦
　
氏
（
新
保
小
路
）
新
任

　
　
若
杉
智
代
子
　
氏
（
五
十
公
野
）
新
任

○
人
権
擁
護
委
員
（
適
任
）

　
　
加
藤

　
和
夫

　
氏
（
関
妻
） 

再
任

○
藤
塚
浜
財
産
区
管
理
会
委
員
（
同
意
）

　
　
平
松

　
　
勳

　
氏
（
藤
塚
浜
） 

再
任

　
　
本
間

　
文
夫

　
氏
（
藤
塚
浜
） 

再
任

　
　
佐
藤

　
　
勝

　
氏
（
藤
塚
浜
） 

再
任

　
　
本
間
善
次
郎

　
氏
（
藤
塚
浜
） 

再
任

　
　
本
間

　
一
輝

　
氏
（
藤
塚
浜
） 

再
任

　
　
本
間
　
亮
一
　
氏
（
藤
塚
浜
） 

再
任

一般会計予算
７億９，276万３千円の増額補正

〈６月補正予算の主な内容〉
生活困窮者自立支援事業 810万円

水道対策推進事業 750万円

有機資源センター管理運営事業 315万円

除雪費　　　　　　　　　　　　△2,169万円

小学校コンピュータ教育推進事業
 ２億5,284万円

中学校コンピュータ教育推進事業
 １億2,436万円

五十公野公園陸上競技場維持管理事業 610万円

学校給食管理運営事業 697万円

生活困窮世帯特別支援事業 4,625万円

保育園運営事業 916万円

ひとり親世帯臨時特別給付金事業 1億574万円

市民のきずなを深めいのちを守る事業
　　　　　　　　　　（自殺対策事業） 34万円

緊急経済対策事業 1,675万円

緊急経済対策事業 1億2,000万円

新型コロナウイルス
感染拡大防止対策推進事業 2,003万円

防災対策推進事業  800万円

小学校施設整備事業 960万円

中学校施設整備事業 640万円
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蔵
春
閣
移
築
に
関
す
る
調
査

 

こ
れ
ま
で
の
経
過

 

議
案
撤
回
に
至
っ
た
６
月
定
例
会

蔵春閣の寄贈について
　蔵春閣は、新発田市出身の大実業家である大倉喜八郎が、明治 45年
に向島別邸内に建築した建物で、公益財団法人大倉文化財団から新発田
市に寄贈されたものです。
　寄贈について、市長からは次のとおり議会に対し説明がありました。
　「建物の移築に要します運搬費、工事費等の諸経費をご負担いただけ
るとの大変ありがたい申し出もいただいております」（平成 29年９月定
例会　行政報告）
　「移築後の維持管理費、調度品の修復に要する経費や、日本建築であ
る蔵春閣に見合う庭園並びに外構、来
場者用駐車場などの整備に加え、（中
略）利活用方法に伴ったトイレ、厨房
設備などを整えることを当市の負担で
行うことが求められております」（平成
29年 12月定例会　議員の一般質問に
対する答弁）

（右：担当課作成資料より掲載）

移築予定地となっている東公園

蔵春閣移築関連予算
を集中審議
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蔵春閣移築を巡るこれまでの経過
＜平成29年＞
９月26日　  ９月定例会最終日　市長の行政報告

＜平成30年＞
９月25日　  総務常任委員会（所管事務調査実施）

10月 15日　総務常任委員会（所管事務調査実施）

12月 26日　総務常任委員会（所管事務調査実施）

＜平成31年（令和元年）＞
１月31日　 総務常任委員会（所管事務調査実施）

２月７日　　 総務常任委員会（所管事務調査実施）

２月27日　  ２月定例会初日　市長の行政報告

６月20日　  総務常任委員会

12月２日　  12 月定例会　市長への総括質疑での答弁

12月 16日　総務常任委員会

＜令和２年＞
２月３日　　 総務常任委員会（所管事務調査実施）

令和２年６月定例会 外構等周辺整備工事費及び調査設計委託料の補正予算案が上程される

６月12日　 総務常任委員会

６月16日　  総務常任委員会（所管事務調査実施）

６月22日　 ６月定例会最終日　議案撤回

行政報告を行う市長

現地視察の様子

総務常任委員会の様子
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４月第２回臨時会・５月臨時会議決結果

４月第２回臨時会・５月臨時会で審議された案件
審査した
委員会
※１

議決
結果
※２

令

和

会

共
道
し
ば
た

日
本
共
産
党

つ

な

ぐ

会

公

明

党

無所属 賛

　

成

反

　

対

青
木
三
枝
子

渡
邉　

葉
子

※３ ※４

４
月
第
２
回
臨
時
会

市
長
提
出
議
案

令和２年度補正予算

一般会計（第２号） 分割付託 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 22 0

水道事業会計（第１号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 22 0

その他

財産の取得について（除雪車両11ｔ級） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 22 0

財産の取得について（除雪車両11ｔ級） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 22 0

５
月
臨
時
会

市
長
提
出
議
案

条例の一部改正

新発田市税条例（専決） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

新発田市都市計画税条例（専決） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

新発田市後期高齢者医療に関する条例（専決） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

新発田市国民健康保険税条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

新発田市介護保険条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

令和２年度補正予算

一般会計（第３号） 分割付託 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 23 1

※１  「総務｣　　：総務常任委員会
　　 「社会文教｣：社会文教常任委員会
　　 「経済建設｣：経済建設常任委員会
　　 「分割付託｣：各常任委員会に分割して付託されたもの

※２ 「可決｣： 全員賛成または賛成多数により可決、推薦、承認、採択等と議決したもの
　　 「否決｣： 賛成少数または賛成なしにより否決、不採択等と議決したもの

※３　｢○｣： 会派構成議員全員または各無所属議員がその議案等に対して「賛成」し
たもの

　　　｢×｣：  会派構成議員全員または各無所属議員がその議案等に対して「賛成以
外」のもの

※４　  議長は地方自治法第116条により表決には参加しないため、表決に参加する全
議員数は24人です。

　　　 ただし、４月第２回臨時会については若月学議員、渡邊喜夫議員が欠席のため
22人です。

 議　員　表　彰 
全国市議会議長会及び北信越市議会議長会から表彰された方を紹介します。

比企　広正　議員　正副議長在職５年
 議員在職15年

佐藤　真澄　議員（議員在職30年）
小川　　徹　議員（議員在職25年）

※在職期間は、合併前の町村議員在職期間を表彰規程により換算してあります。
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６月定例会議決結果

※１  「総務｣　　：総務常任委員会
　　 「社会文教｣：社会文教常任委員会
　　 「経済建設｣：経済建設常任委員会
　　 「分割付託｣：各常任委員会に分割して付託されたもの
　　　ただし、審査した委員会がない案件は本会議で即決

※２ 「可決｣： 全員賛成または賛成多数により可決、推薦、承認、採択等と議決したもの
　　 「否決｣： 賛成少数または賛成なしにより否決、不採択等と議決したもの

※３　｢○｣： 会派構成議員全員または各無所属議員がその議案等に対して「賛成」し
たもの

　　　｢×｣：  会派構成議員全員または各無所属議員がその議案等に対して「賛成以
外」のもの

※４　  議長は地方自治法第116条により表決には参加しないため、表決に参加する全
議員数は24人です。

６月定例会で審議された案件
審査した
委員会
※１

議決
結果
※２

令

和

会

共
道
し
ば
た

日
本
共
産
党

つ

な

ぐ

会

公

明

党

無所属 賛

　

成

反

　

対

青
木
三
枝
子

渡
邉　

葉
子

※３ ※４

市　
　

長　
　

提　
　

出　
　

議　
　

案

人事案件

農業委員会委員の任命について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

藤塚浜財産区管理会委員の選任について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

条例の一部改正

新発田市職員の特殊勤務手当に関する条例 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

新発田市介護保険条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

新発田市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める
条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

令和２年度補正予算

一般会計（第４号）　議第24号 撤　回　承　認

一般会計（第４号）　議第30号 分割付託 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

一般会計（第５号）　議員の行政視察中止による減額補正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

一般会計（第６号） 分割付託 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

国民健康保険事業特別会計（第１号） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

介護保険事業特別会計（第１号） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

後期高齢者医療特別会計（第１号） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

コミュニティバス事業特別会計（第１号） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

下水道事業会計補正予算（第１号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

水道事業会計補正予算（第２号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

その他

公の施設の区域外設置及び利用に関する協議について 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

議
会
提
出

議
案

意見書

30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

請願
後期高齢者の医療費窓口負担の現状維持を求める意見書提出を求める請願 社会文教 否決 × ○ ○ × × ○ × 8 16

加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度創設を求める意見書提出を求める請願 社会文教 否決 × ○ ○ × × ○ × 8 16

会派名 所　属　議　員　名

令 和 会 若月　学、今田修栄、宮崎光夫、小川　徹、比企広正、湯浅佐太郎、小柳　肇、板垣　功、水野善栄、
五十嵐良一、板倉久徳

共道しばた 入倉直作、小坂博司、小林　誠、三母高志
日本共産党 加藤和雄、宮村幸男、佐藤真澄
つ な ぐ 会 阿部　聡、中野廣衛、中村　功
公 明 党 渡邊喜夫、石山洋子

※　青木三枝子議員、渡邉葉子議員は会派に属していません。
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一般質問
議員の

＆

市
のQ
A

当
市
で
は
人
口
の
社
会
減
を
食
い
止

め
、
他
市
に
先
駆
け
て
移
住
施
策
を
充
実

さ
せ
て
き
た
が
、
都
会
に
お
け
る
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
化
は
、
東
京
一
極
集
中
か
ら
地

方
へ
の
人
の
流
れ
を
作
る
可
能
性
が
大
き

い
。
当
面
は
市
民
の
健
康
と
安
全
確
保
が

優
先
で
は
あ
る
が
、
成
功
体
験
に
囚と
ら

わ
れ

ず
に
「
関
係
人
口
の
拡
大
」
に
積
極
的
に

取
り
組
む
べ
き
で
な
い
か
。

Ⅰ
Ｔ
化
の
遅
れ
を
こ
の
機
会
に

一
気
に
取
り
返
し
て
は
ど
う
か
？

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
行
政
に
お

け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
※
）活
用
の
遅
れ
が
露
呈

し
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活
用
に

よ
る
行
政
事
務
の
効
率
化
を
始
め
、
こ
の

機
会
に
紙
や
押
印
等
の
非
効
率
な
事
務
を

大
胆
に
見
直
し
て
は
ど
う
か
。

　質問時の録画映像を視聴できる二次
元コードを、質問議員ごとに添付して
います。スマートフォンやタブレット
端末の専用アプリで、映像をご覧にな
りたい議員のコードを読
み取ると、議会中継サイ
ト内の該当ページにアク
セスでき、映像を閲覧す
ることができます。

コ
ロ
ナ
禍
の
ピ
ン
チ
を

チ
ャ
ン
ス
へ
の
転
換
点
と
し
て
は
ど
う
か
？

※ICT：情報通信技術
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地
方
分
権
に
つ
い
て

地
方
の
時
代
と
言
わ
れ
地
方
分
権
の

気
運
の
流
れ
に
乗
り
市
町
村
合
併
が
進
展

し
た
が
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
対
応
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
地

方
に
対
す
る
国
の
対
応
は
地
方
分
権
と
は

乖か
い

離り

が
感
じ
ら
れ
る
。
市
町
村
は
単
位
自

治
体
と
し
て
住
民
要
望
に
は
直
に
対
応
で

き
る
。
地
方
分
権
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

予
防
接
種
の
経
費
助
成
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第

２
、
第
３
の
波
が
来
る
と
報
じ
ら
れ
て
い

る
。
秋
以
降
に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
時
期
と
重
な
っ
て
く
る
。
医
療
崩
壊
を

少
し
で
も
軽
減
さ
せ
る
た
め
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
に
経
費
助
成
を
し
て

は
ど
う
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
避

難
所
に
お
い
て
広
が
る
リ
ス
ク
は
、
人
が

密
閉
し
た
空
間
に
密
集
し
密
接
し
た
中
で

拡
大
す
る
。
自
然
災
害
が
発
生
し
、
避
難

所
に
多
く
の
方
が
集
ま
る
こ
と
の
リ
ス
ク

を
避
け
る
方
策
と
、
感
染
が
疑
わ
れ
る
方

の
隔
離
に
つ
い
て
伺
う
。

自
粛
要
請
に
伴
う
影
響
緩
和
の
た
め

の
経
済
支
援
に
つ
い
て

緊
急
事
態
宣
言
が
発
せ
ら
れ
、
自
粛

要
請
に
よ
る
経
済
活
動
の
縮
小
で
地
域
経

済
が
受
け
た
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
の
今

後
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

自
然
災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第

２
波
は
確
実
に
再
来
す
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
①
新
潟
県
が
主
体
的
に
早

期
構
築
を
求
め
ら
れ
て
い
る
、
新
発
田
市

で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
構
築
へ
の
支
援
に

つ
い
て
。
②
第
２
波
に
備
え
た
マ
ス
ク
、

消
毒
液
な
ど
の
感
染
症
防
護
用
品
の
備
蓄

確
保
に
つ
い
て
伺
う
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
子
ど
も
達
の

「
学
ぶ
権
利
」
の
保
障
に
つ
い
て

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
子
ど
も
達
の
「
学
ぶ

権
利
」
確
保
や
教
育
格
差
問
題
で
は
、
①

市
教
育
委
員
会
や
学
校
現
場
は
ど
う
サ

ポ
ー
ト
し
、
問
題
に
ど
う
対
処
し
て
い
る

か
。
②
児
童･

生
徒
の
学
習
保
障
の
た
め
、

教
育
現
場
に
は
、
一
人
で
も
多
く
の
人
材

が
不
可
欠
で
あ
る
。
市
内
各
校
へ
の
増
員

の
考
え
及
び
増
員
数
に
つ
い
て
伺
う
。

　

①
当
市
で
取
り
組
ん
で
い
る
経
済
対

策
の
進
捗
は
ど
う
か
。
②
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
活
用
し

て
い
る
か
。
③
外
出
自
粛
等
を
最
小
限
と

し
経
済
活
動
を
積
極
的
に
推
し
進
め
、
倒

産
や
失
業
、
経
済
苦
か
ら
の
自
死
を
防
ぐ

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。
④
小･

中
学
校
休
業
等
に
よ
る
子
ど
も
達
へ
の
学

習
や
体
力
へ
の
影
響
と
対
策
は
ど
う
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
第
２
波

へ
の
備
え
を
強
力
に
実
施
す
べ
き

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

経
済
の
両
立
に
つ
い
て

月岡温泉街を散策する旅行客
（６月下旬撮影）

市で備蓄しているマスクの一部
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
防
ぎ
、

在
宅
医
療
・
介
護
を
継
続
す
る
た
め
に

　

①
在
宅
医
療
・
介
護
に
関
わ
る
事
業

所
の
看
護
師
・
介
護
士
、
利
用
者
と
そ
の

家
族
の
方
々
が
、
無
症
状
で
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
国
・
県
に
市
長
自

ら
要
望
を
。
②
感
染
者
が
発
生
し
た
場

合
、
事
業
所
間
で
の
横
連
携
が
取
れ
る
よ

う
、
行
政
が
中
心
と
な
っ
て
緊
急
事
態
の

体
制
整
備
を
。
③
現
場
の
実
態
を
早
急
に

調
査
し
、
実
情
に
合
っ
た
支
援
、
例
え
ば

不
足
す
る
物
品
の
安
定
供
給
、
職
員
へ
の

特
別
手
当
等
を
。

子
ど
も
達
を
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
か

ら
守
り
、
学
び
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に

　

双
方
向
の
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
が
実
施

で
き
る
ま
で
の
間
、
再
び
休
校
に
な
る
場

合
に
備
え
、
各
学
校
の
先
生
協
働
に
よ
る

動
画
配
信
や
エ
フ
エ
ム
し
ば
た
を
活
用
し

た
教
育
体
制
整
備
を
。

　

①
３
月
の
花か

卉き

需
要
期
に
イ
ベ
ン
ト

の
中
止
等
で
市
場
価
格
の
相
場
は
暴
落
し

収
入
は
減
少
し
た
。
市
内
花
卉
農
家
の
影

響
に
つ
い
て
。
②
小･

中
学
校
の
一
斉
臨

時
休
校
で
学
校
給
食
が
中
断
さ
れ
た
。
夏

季
休
業
期
間
の
短
縮
も
想
定
さ
れ
る
。
給

食
提
供
の
見
込
み
は
。

妊
産
婦
、
不
妊
治
療
中
の
方
々
へ
の

配
慮
に
つ
い
て

　

①
妊
産
婦
、
不
妊
治
療
中
の
方
々
に

と
っ
て
困
難
な
時
期
で
あ
る
が
、
安
心
し

て
臨
め
る
き
め
細
か
な
支
援
が
必
要
だ
。

当
市
に
お
け
る
里
帰
り
出
産
前
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
実
施
に
つ
い
て
。
②
厚
生
労
働
省
で

は
支
援
を
強
化
し
た
各
種
支
援
情
報
を
発

信
し
て
い
る
。
必
要
な
方
に
直
接
届
く
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
相
談
窓
口
等

の
周
知
徹
底
が
重
要
。
当
市
の
対
応
は
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

伴
う
当
市
農
業
等
の
影
響
に
つ
い
て

最新情報が掲載された市ホームページ
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

家
計
収
入
が
激
減
し
た
家
庭
に
対
し
、

年
度
途
中
で
も
就
学
援
助
を
速
や
か
に

認
定
す
る
柔
軟
な
対
応
を
。
ま
た
、
休

校
中
の
給
食
費
は
就
学
援
助
の
対
象
外

に
な
る
の
か
伺
う
。

本
市
出
身
の
県
外
学
生
に
奨
学
金
を

貸
与
し
、
支
援
体
制
確
立
を

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
保

護
者
の
収
入
が
減
少
し
た
り
、
ア
ル
バ
イ

ト
先
が
休
業
す
る
中
、
学
生
の
５
人
に
１

人
が
退
学
を
考
え
る
事
態
が
広
が
っ
て
い

る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
入
れ
ず
、
ア
ル
バ

イ
ト
も
無
く
な
り
、
帰
省
も
で
き
ず
に
こ

も
る
こ
と
を
「
要
請
」
さ
れ
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
政
府
の
対
策
に
は
学
生
が
抜
け
落

ち
て
い
る
。「
学
生
は
未
来
の
希
望
」。本

市
出
身
の
県
外
学
生
に
奨
学
金
を
貸
与
で

き
な
い
か
。

　

多
く
の
市
民
の
皆
様
の
努
力
の
甲
斐

あ
っ
て
感
染
ゼ
ロ
を
達
成
し
て
い
る
が
、

落
ち
込
ん
だ
経
済
再
生
を
ど
う
図
っ
て
い

く
か
、
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
だ
。
①
政
府

の
布
マ
ス
ク
配
布
事
業
に
つ
い
て
は
、
既

に
市
場
に
マ
ス
ク
が
出
回
っ
て
い
る
。
公

的
施
設
に
お
い
て
家
庭
で
余
っ
て
い
る
マ

ス
ク
を
回
収
し
必
要
な
所
へ
届
け
て
は
。

②
休
業
要
請
や
政
府
の
各
種
支
援
策
の
対

象
外
と
な
る
事
業
者
へ
の
支
援
策
は
。
③

緊
急
事
態
宣
言
下
、
市
職
員
の
在
宅
勤
務

の
実
施
率
と
妊
娠
中
の
職
員
へ
の
配
慮

は
。
④
学
校
の
授
業
の
遅
れ
を
取
り
戻
す

た
め
の
方
策
と
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
へ
の
取

組
は
。

市庁舎等に設置された
マスク寄付ボックス

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
方
策
に
つ
い
て

〜
今
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
〜

就
学
援
助
を
実
効
あ
る
制
度

と
す
る
た
め
、
柔
軟
な
対
応
を
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世
界
保
健
機
構
は
「
性
急
に
感
染
防

止
策
を
解
除
す
れ
ば
直
ち
に
第
２
の
ピ
ー

ク
が
訪
れ
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。
人
や

物
が
世
界
を
駆
け
巡
る
こ
と
で
、
今
日
の

経
済
繁
栄
が
あ
る
。
国
境
を
超
え
る
こ
と

を
制
限
さ
れ
る
中
で
、
世
界
、
日
本
に
お

け
る
長
期
の
景
気
低
迷
が
懸
念
さ
れ
る
。

ま
た
、
今
回
「
感
染
者
・
濃
厚
接
触
者
、

医
療
従
事
者
等
に
対
す
る
誤
解
や
偏
見
に

基
づ
く
差
別
」
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

①
長
期
化
が
予
想
さ
れ
る
感
染
対
策
や
経

済
対
策
等
の
財
源
確
保
に
つ
い
て
伺
う
。

②
生
活
が
困
窮
す
る
家
庭
が
増
え
る
こ
と

や
深
刻
化
が
増
す
状
況
と
な
る
が
対
策

は
。
③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
差

別
や
偏
見
に
対
す
る
対
策
は
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
は
多
岐

に
渡
る
。
①
「
持
続
化
給
付
金
」
は
減
収
率

50
％
以
上
の
事
業
者
が
対
象
だ
。
50
％
未

満
で
苦
し
ん
で
い
る
事
業
者
に
、
胎
内
市

や
田
上
町
の
よ
う
に
経
済
支
援
す
べ
き
。

②
５
月
分
の
水
道
料
を
免
除
さ
れ
助
か
る

が
、
基
本
料
金
に
つ
い
て
半
年
間
位
延
長

で
き
な
い
か
。
③
学
校
内
の
対
策
は
、
生
徒

の
間
隔
を
２
ｍ
空
け
る
等
、
不
可
能
に
近

い
。
教
師
の
長
時
間
労
働
に
加
え
、
消
毒

や
健
康
確
認
等
が
増
え
る
。
豊
浦
地
区
小

学
校
の
統
合
を
１
年
位
延
長
で
き
な
い
か
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
、
２
度
目
を

認
め
補
正
す
べ
き
だ

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
は
市
内
経
済

の
活
力
源
だ
。
応
募
を
２
度
認
可
し
、
景

気
低
迷
の
建
築
関
連
事
業
を
掘
り
起
こ
す

等
追
加
補
正
を
す
べ
き
で
な
い
か
。

50
％
以
下
減
収
事
業
者
に

経
済
支
援
す
べ
き
で
な
い
か

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
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新
型
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
新
発
田
市

は
、
感
染
防
止
対
策
は
も
ち
ろ
ん
、
経
済

の
回
復
を
目
指
し
、
全
国
的
に
も
最
速
で

最
大
級
の
対
策
を
打
っ
た
。
と
く
に
既
に

実
施
済
み
の
月
岡
温
泉｢
今い

ま

・
得と

く

キ
ャ
ン

ペ
ー
ン｣

は
好
評
で
、
６
月
５
日
に
は
旅

館
組
合
割
当
分
は
終
了
し
た
。
こ
の
施
策

は
効
果
的
で
雇
用
は
か
ろ
う
じ
て
守
ら
れ

て
い
る
。
以
下
、
３
点
市
長
の
考
え
は
。

①
月
岡
温
泉
対
策
の
経
済
効
果
は
ど
の
く

ら
い
か
。
②
月
岡
温
泉｢

今
・
得
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン｣

の
対
象
者
数
を
拡
充
し
、
切
れ

目
な
く
継
続
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
③
効

果
的
な
広
報
活
動
も
必
要
な
の
で
は
な
い

か
。

こ
れ
ま
で
は
、
医
師
が
「
検
査
が
必

要
」
と
判
断
し
て
も
、
す
べ
て
が
検
査
を

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
①
当
市
に
お
い
て

も
、「
地
域
外
来
・
検
査
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
べ
き
。
②
受
診
抑
制
等
、
病
院
の

経
営
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
地
域
医
療

を
守
る
た
め
の
財
政
支
援
を
国
に
求
め
る

べ
き
。

コ
ロ
ナ
影
響
下
で
の
市
民
の
く
ら
し
支

援
と
総
合
相
談
窓
口
の
設
置
に
つ
い
て

自
粛
要
請
等
の
影
響
で
収
入
が
閉
ざ

さ
れ
る
人
が
多
い
。
生
活
保
護
、
緊
急
小

口
資
金
の
特
例
貸
付
な
ど
様
々
な
生
活
支

援
の
制
度
が
あ
る
。
①
く
ら
し
に
困
っ
て

い
る
市
民
が
、
す
ぐ
に
相
談
で
き
る
総
合

相
談
窓
口
の
設
置
は
で
き
な
い
か
。
②

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
や
相
談
支
援
員
の
体
制

を
強
化
す
べ
き
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
抜
本
的
に
増
や
す
た
め
に

「
地
域
外
来
・
検
査
セ
ン
タ
ー
」の
設
置
と

医
療
体
制
の
強
化
を

加藤 和雄

新
型
ウ
イ
ル
ス
禍
か
ら
の

経
済
回
復
の
た
め
次
の
一
手
を

阿部　聡

月岡温泉街を散策する
旅行客（６月下旬撮影）
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◎30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書

－  ホームページで市議会を紹介しています  －
http://www.shibata-shigikai.jp/

市議会のホームページでは、市議会のしくみや議員名簿、議会日程等を掲載して
います。
本会議や常任委員会で議員の質問や市長等の答弁を記録した「会議録」を検索閲

覧することができます。スマートフォンやタブレット端末でも検索できます。他に
も、｢市議会だより｣ のバックナンバー（83号以降）を見ることができますので、
ぜひご覧ください。
なお、このたびの６月定例会の会議録は、

９月上旬頃に掲載予定です。
また、これまでの会議録（冊子）は、市立

中央図書館（イクネスしばた内）に設置され
ています。
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　議案は分野ごとに所管する常任委員会に付託され審査されます。
　その審査の経緯と結果は、本会議で各常任委員長が報告し、質疑、討論を経て採決されます。
　以下は、審査状況の一部を紹介しています。

常任委員会の審査状況

　６月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案４件で、審査の結果、議案はすべて可
決すべきものとしました。

■令和２年度新発田市一般会計補正予算（第６号）について（当委員会所管分）  

■令和２年度新発田市一般会計補正予算（第４号）について（当委員会所管分）  

委員長　板垣　　功総 務 常 任 委 員 会

本会議における社会文教常任委員会の委員長報告 総務常任委員会の付託議案審査の様子
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　６月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案５件で、審査の結果、議案はすべて可
決すべきものとしました。

■令和２年度新発田市一般会計補正予算（第４号）について（当委員会所管分）  

■令和２年度新発田市一般会計補正予算（第６号）について（当委員会所管分）  

委員長　水野　善栄経済建設常任委員会

委員長　宮崎　光夫社会文教常任委員会
　６月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案７件、請願２件で、審査の結果、請願
は不採択すべきものとし、議案はすべて可決すべきものとしました。

■令和２年度新発田市一般会計補正予算（第４号）について（当委員会所管分）  
■令和２年度新発田市一般会計補正予算（第６号）について（当委員会所管分）  

■ 後期高齢者の医療費窓口負担の現状維持を求める意見書提出を求める請願について  
■ 加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的支援制度創設を求める意見書提出を求める
　請願について 
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編　集　委　員 編集後記

本会議を
生中継しています
本会議（定例会のみ）の開始
（午前10時）から終了まで

中継します

変更等の場合は、ホームページ・エフエムしばた等でお知らせします。

９月定例会日程予定９月定例会日程予定
日 月 火 水 木 金 土
8/30 31 9/1 2 3 4 5

告示日 

議会運営 
委員会

請願・陳情 
提出期限

議会運営
委員会

6 7 8 9 10 11 12
本会議

（ ）
決算審査
特別委員会
（財務課長総括説明）

本会議
（一般質問）１日目

意見書提出期限

本会議
（一般質問）2日目

本会議
（一般質問）3日目

議会運営委員会

13 14 15 16 17 18 19

総務常任 
委員会

社会文教 
常任委員会

経済建設 
常任委員会

議会運営
委員会

20 21 22 23 24 25 26

本会議

（ ）
決算審査
特別委員会
（総務関係）

27 28 29 30 10/1 2 3

決算審査
特別委員会
（社会文教関係）

決算審査
特別委員会
（経済建設関係）

決算審査
特別委員会
（市長総括質疑・
委員長報告）

4 5 6 7 8 9 10

議会運営
委員会

本会議

（ ）

初日・提案
理由説明・
委員会付託

一般議案・
補正予算 
議案採決

市議会ホームページはこちらから

http://www.shibata-shigikai.jp/
新発田市議会 検 索

※一般質問２日目及び３日目は、一般質問の通告議員が多い場合に行います。

最終日・一般
会計決算議案
等採決

③インターネット生中継
市議会ホームページで生中継します。
下の二次元コードま
たは「新発田市議会」
で検索し、「本日の議
会中継」からご覧く
ださい。

②インターネットサイマルラジオ
下の二次元コードまたは、エフエム
しばたのホームページのバナー
から聴くことができます。

①FM放送
エフエムしばた（76.9
MHz）で生放送します。


